
Renewing Farming
売り手市場となる農業で、

収益性の高い生産グループ・産地を創る会社
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INGENのミッション
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INGEN会社概要

創業 2015.2

所在地 住所不定、産地にいる会社
（本店）千葉県松戸市

届出等 肥料・種苗・農薬販売
施肥技術マイスター・土づくりマスター

従業員 4名

資本金 2840万円

株主 MTG Ventures,GXPartners,ANRI他（J-kiss)

千葉ビジネスコンペティション大賞
DBJ 女性起業家コンペ 入賞
農水省INACOME 最優秀賞
産地・スタートアップのつながりプロジェクト
JAアクセラレータープログラム

千葉大学園芸学部（農学部）卒業後に創業、
農家を1000軒訪問、肥料の処方事業からはじまり、
栽培に向き合ってきた会社です。

受賞歴

事業内容

創業

出荷予測を使った、
収益性の高い品目の生産グループ・産地形成
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INGENの強み

・気候の異なる産地をまたいだ、
生産・出荷計画を実現

・植物生理に基づいた予測
気候変動しても安定した精度

出荷予測 需要と直結営農技術

・再現性の高い栽培モデル

・10年の施肥処方の実績

・気候変動に合わせた
バイオスティミュラント
実用化研究

・卸先から直接仕入需要を把握、

・「品質・時期・量」いずれの
需要にも対応

・開拓実績：４県域
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INGENが解決すること

従事者1人当たり生産額を

6倍に。
（製造業と同水準）

農業
520万円
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製造業
3100万円

農業収益性の改善、温暖化対応

産地の
今の気候に合った

栽培方法・作物への切替



計画生産・契約取引の実現
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ソリューション
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アッパーミドル層に向けた青果の安定生産を実現することで、
事前に単価を取り決める契約取引（予約取引）率を向上します

栽培モデル出荷予測

出荷予測・品質がぶれない
栽培条件、栽培管理

卸先に、いつどれだけ出せるか
伝える→予約販売の第一歩
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ターゲット消費層・作物
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アッパーミドル層向け青果

アッパーミドル層向け
青果

カテゴリ：青果物
（畜産・穀物・貯蔵作物ではない）

品質：高栄養価・地産

単価：共選出荷の1.3～1.5倍

市場：東京・名古屋・福岡
＋海外
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市場

©(株)INGEN 

世界的に、青果は供給・需要バランスが大きく変化

国内：生産体制＜需要

農業人口の減少

世界：ミドル層増加、野菜需要拡大
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産地の開拓のながれ
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農家個人の技能・カンに依存しない方法で、
産地の今の気候に合った転作を浸透させます。

産地、農業法人

転作作物の提案

既存作物の情報提供
・栽培履歴
・出荷先

栽培環境・物流分析

卸先と事前協議

出荷条件の設定
栽培モデル提供
施肥処方

試験栽培

試験出荷
出荷実績の共有

作付計画、
輸送方法の連絡

本生産の交渉

本生産・出荷
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現在の実績
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6県・９品目 宮崎・愛知・千葉・秋田に注力

栽培モデル検証中

出荷予測・栽培モデル導入中

品目

・軟弱葉物 1
・花き 2
・長段野菜 2
・かんきつ 2
・その他果樹 2



なぜ、出荷予測？



12

脱・相場連動型取引
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ほとんどの農家は、出荷後に販売単価が確定する
（相場連動）

（あきらめていたこと）
出荷は天気次第。読めないもの

↓
品切れ・在庫リスクは市場が負担

↓
生産側は、弱腰な契約交渉に

↓
契約後も、他産地の影響で相場が崩れると、

契約単価を譲歩するほど

キュウリの相場価格例
安定供給できないと、価格がぶれる



出荷が予測できれば、

販売単価が決められる！
市場手数料を軽減できる！



本当に存在する先行事例
（INGENが理想とする生産グループ）
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一部、手作業ながら、出荷予測をとりいれている 花き部会

・平均的な経営規模（家族経営・専業農家）

年収2000万円 /2.5人

（夫婦専業
＋両親手伝い）

”子供2人×私立学校の学費も十分”



出荷予測によって、販売単価が安定したブロッコリー部会
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出荷予測システム導入

目標単価帯

出荷予測システム導入

技術と普及「ブロッコリーの出荷予測システムを用いた有利販売と産地拡大」に掲載された内容をもとに、INGENが作成

500

400 100

円/kg JA加賀

他県産

販売単価
販売金額・面積

H24            H25           H26             H27           H28
H24            H25           H26             H27           H28

百万円 ha

面積

300

200

-80

-40

-60

-20

販売額

※通常の取引＝相場に連動する取引

予約取引＝単価をあらかじめ決められる。ただし、計画的な生産ができないといけない

JA加賀市の例 出荷予測で、予約販売比率を上げ、単価1.3倍に。



なぜ、栽培モデル？
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栽培モデルがあれば、より精度の高い予測が実現予測が機能しない2つの要因も解消

温暖化要因
「生育不可」という予測結果

変動要素：肥効
肥料の溶出速度は温度で変わります。

栽培モデル
温度データと連動する栽培マニュアル

産地の今の気候でも生育＆予測可能な栽培に転作。



日本の品種で、

Doleや、ゼスプリ続く、世界的な青果ブランドを創る
世界をまたいで、高栄養価青果を安定生産・安定供給するグループをふやす

が目指す将来
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